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? はじめに
「心理教育相談室」は、今年度その活動の七年目を
迎えた。学校教育や医療や福祉との組織的な連携に取
り組みながら、小学生から高校生までの児童・生徒と
その保護者の面接を行なっている。数年に渡る心理臨
床面接から数回のコンサルテーションまで幅広く教育
臨床問題に取り組んでいる。相談室の規模そのものが
小さく、申込者の要望に十分には答えられていないと
いう問題はあるが、地域の相談員・学校教職員の教育
相談のスーパーヴィジョンを行うなど、相談室として
の規模の小ささを地域全体の相談活動の質の向上に尽
くすことで補う活動を続けてきている。
ここに平成20年度の心理教育相談活動状況を報告
し、その活動を学内外に紹介する。それによって、多
方面からの指摘や助言を仰ぐとともに、心理教育相談
室の今後の課題やその発展の方向性を考える一助とし
たい。また当相談室の発展を志すことが、ひいては群
馬県全体の心理教育相談活動に発展的な展開をもたら
すことにつながると考え、活動を公に報告するもので
ある。
? 相談体制
⑴ 心理教育相談室運営委員会
月例の心理教育相談室運営委員会が開催され、相談
室の運営上の問題について議論がもたれると共に、そ
の月ごとの新規インテークについての事例検討と相談
活動の統計的な報告が行われる。
《心理教育相談室運営委員》
山口幸男（相談室運営室長）、
久田信行、懸川武史、猪股 剛
⑵ 相談員
平成20年度の相談活動は、学校教育臨床総合セン
ターの猪股剛が中心に取りまとめ、関上靖雄（学校教
育臨床総合センター客員教授）と共に、相談活動の実
務に当たった。関上は、学校現場での教職経験を生か
して学校教育を取り巻く諸機関のコーディネイトを行
うと共に、個々の来談者のカウンセリングにあたった。
更には大学院教職リーダー専攻の大学院生三名、およ
び大学院卒業後に教育相談活動に継続して携わること
を希望する者に、心理教育相談の実習として若干の相
談活動を担当させた。その際、院生は必ず猪股および
関上とカウンセリングチームを組むことを義務付け、
主として大学院生が児童生徒の面接を、教員が保護者
の面接を担当し、その相談のスーパーヴィジョンを教
員が行うこととしている。また、これは大学院授業「教
育相談の課題と実践Ⅱ」として単位認定されている。
⑶ 相談設備
教育学部の改修工事が終わり、相談設備が整えられ
た。平成20年４月より、相談室一つ、小プレイルーム
一つ、大プレイルーム一つ、待合室一つという設備が
整い充実した。平成14年度以来懸案事項となっていた
プレイルームが整備されたこと児童の面接の受け入れ
がスムーズになりその価値は大きい。また待合コー
ナーの不十分な保全性も改善され、来談者が安心して
来室できる体制が整ったと言える。
? 相談活動
「相談実施内容」の表にあるように、平成20年度は、
のべ567回の相談面接が実施された。昨年度に続き相談
内容で最も多いものは、不登校問題である。しかし、
主訴としては不登校であっても、その内容的には精神
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科クリニックとの連携が必要になるような病態的に重
度の相談が増えている。同時に、知的な遅れはないが
主体の未成熟をベースに持った発達障害の事例も増え
てきている。
また、一昨年度から始められた学生によりメンタル
フレンド活動・課外カウンセリングも要望が多く、「治
療的な訪問」や「治療的家庭教師」のような課外的な
関わりを必要とする生活の基盤に関わる支援を必要と
している相談が多いと言える。
今年度は相談者の全体の面接数で、保護者の面接の
数が多い。保護者を含めて家庭全体のサポートを必要
とする事例が増えていることが大きな一因ではないだ
ろうか。今年度も、教員等の教育関係者からからの相
談は多く、当相談室に地域の相談機関としてのコンサ
ルテーション機能が発展し、より円滑な活動が行われ
ている現れであろうと思われる。
クライアントの地域性は昨年度と大きな異同はない
が、対応できずにウェイティングとなっている申し込
みの中には遠方からのものもあり、当相談室が県全体
からの期待を担っていることもうかがわれる。
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?相談実施内容>
主 訴 受理面接 遊技面接 心理教育面接
臨床心
理面接
学校教育
相談面接
課外カウ
ンセリング 心理検査 合計 割合
不 登 校（い じ め) 2 6 23 31 5.5％
不 登 校（精 神 不 安 定) 6 70 60 136 24.0％
不 登 校（ひ き こ も り) 21 21 3.7％
不 登 校（精 神 障 害) 2 10 27 39 6.9％
不 登 校（情 緒 障 害) 6 54 35 21 116 20.5％
不 登 校（発 達 障 害) 3 37 22 62 10.9％
不 登 校（強 迫 性 障 害) 20 20 3.5％
不 登 校（無 気 力 状 態) 0 0.0％
不 登 校（自 傷 行 為) 0 0.0％
発達障害（アスペルガー) 1 1 0.2％
発達障害（ADHD ・ LD) 0 0.0％
発達障害（自 閉 症) 8 8 1.4％
い じ め 0 0.0％
子 育 て 不 安 5 13 29 16 63 11.1％
そ の 他 3 1 8 52 6 70 12.3％
合 計 27 50 242 169 52 27 0 567 100.0％
?実施されたカウンセリングの延べ回数>
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 総数
本 人 9 19 21 35 9 21 22 26 26 24 22 18 252
親 8 17 20 39 8 21 30 32 19 23 23 16 256
教 師 等 2 5 6 6 0 5 5 6 4 6 8 6 59
合計回数 19 41 47 80 17 47 57 64 49 53 53 40 567
?クライエントの地域性>
前橋市 高崎市 伊勢崎市 太田市 沼田市 渋川市 藤岡市 富岡市 吉岡町 みなかみ町 合計
24 8 3 2 2 2 1 2 2 3 49
49.0％ 16.3％ 6.1％ 4.1％ 4.1％ 4.1％ 2.0％ 4.1％ 4.1％ 6.1％ 100.0％
最後に相談時間数についてだが、相談ののべ回数は
昨年度に比べて100時間程度増加し一昨年と背の水準
に戻っている。主として猪股・関上という二人の教員
以外の相談員の人数が一昨年度の水準まで戻ったこと
がその原因としてあげられる。
?事例検討 公開講座>
１．臨床心理士対象・通年10回開催・参加者10名
２．公開学内ケースカンファレンス・随時年10回開
催・参加者15名
? 『群馬大学 教育実践研究 臨床事例編』の発行
平成20年度は、『群馬大学 教育実践研究 臨床事例
編 第五号』を事例研究集として発行した。これは、
心理教育相談室に関わる相談員が担当事例を報告し、
群馬大学外の諸先生方から紙面によるスーパーヴィ
ジョンをいただき、それをコメントとして付すという
従来の事例研究に則った研究紀要である。
平成19年度は県相談員１名、大学院生２名が事例研
究を行い、それぞれに他大学の専門家からコメントを
いただいた。まだ、拙い事例ばかりであるが、事例研
究編の発行による諸専門家からの高配を仰ぎ、それぞ
れの相談者の研鑽につなげるとともに、相談室全体の
水準を高めるための助言として生かしていきたいと考
えている。また、今年度はあらたな試みとして巻頭特
集を組み、大学教員による教育相談に関する研究論文
を併載した。
? 今後の課題
⑴ ウェイティングへの対応と地域からの期待
以下の表にあるように、平成20年３月時点で32件43
名の方が相談申し込みのままウェイティングの状態と
なっている。相談員の不足とは裏腹に相談室への期待
が高い状態が続いている。当相談室としては、電話申
込み段階で最低でも２ヶ月から３ヶ月待っていただか
なくてはならないことを伝え、他機関への紹介やリ
ファーなどの対応をしているが、それにもかかわらず
群馬大学心理教育相談室でカウンセリングをしてほし
いという要望が高く、ウェイティングを承知しながら
も申込みをされる方が後を断たない。これは群馬大学
教育学部への地域からの期待度の表れであると考えら
れる。地域住民も地域の学校関係者も、群馬大学教育
学部の附属機関として設立された当教育相談室へ求め
るものは高い。地域の中心である大学の機関で、安心
して心理的な問題や教育的な問題を相談でき、高度で
質の高い対応がなされることを求め、期待している。
今後は、この期待に応えるべく当相談室の相談機能の
充実を量と質の両面から図らねばならないであろう。
⑵ 相談室の今後の方向性
平成20年に入りプレイルームや待合が整備されたた
めに設備的な大きな問題は解消されたといえる。今年
度より今まで以上に附属学校園との連携を密にしてい
くこととなっている。特に附属特別支援学校内に作ら
れている「特別支援サポートセンター」との連携を行
い、発達障害の児童生徒やその家族、そしてそうした
子どもたちの居る学校や学級を支援する活動を行って
いる。このような取り組みは、心理教育相談室と特別
支援サポートセンターの発展的な形態として、問題を
抱えた子どもたちやその保護者への支援を組織的に行
うとともに、学校そのものの支援を行うスーパーヴァ
イズ的組織として「総合サポートセンター」を附属小
学校内に設置する議論へと広がりを見せている。今後
は、附属学校園からの相談に積極的に当たると共に、
今後開設予定の総合サポートセンターと心理教育相談
室がどのような形で連携していくかが大きな課題とな
ろう。それが有機的な連携となることが、群馬県地域
の教育相談に資するものになろう。
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面接時間数とウェイティング人数の推移
（文責 猪股剛）
?ケース数と面接時間>
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
ケ ー ス 数（ 件 ) 15 20 21 30 10 27 28 30 32 30 31 31
面 接 時 間 数（時間) 19 41 47 80 17 47 57 64 49 53 53 40
?ウェイティング件数>
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
ウェイティング件数（件) 34 30 26 23 26 29 29 29 29 31 31 32
ウェイティング人数（人) 48 42 35 29 34 40 39 39 38 40 41 43
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